
令和３年度生産性向上実現PG推奨事例地の概要

富山森林管理署 飛騨市森林組合 （岐阜県飛騨市）

効率的な作業道の設計と伐倒手法の組み合わせ

事業個所の概要※単木材積、林地傾斜は平均値

●所在：富山森林管理署管内
長棟国有林（富山県富山市）

●主要樹種（林齢）：スギ（59・101年生）
●伐採面積：35.40ha
●伐区概要：本数 330本/ha、蓄積 326㎥/ha
●単木材積：0.99㎥/本（平均胸高直径 32cm、樹高23ｍ）

●林地傾斜：30度

伐採の概要
●伐 採 方 法：〔間伐〕、〔伐採方法：列状間伐〕
●伐採立木材積：11,540㎥ （326㎥/ha）
●素材生産材積：6,805㎥ （192㎥/ha）
●利 用 率：59％ ●平均集材距離：20ｍ

写真

作業システム・生産性・生産コスト

作業道の泥濘みを解消するため必要な

部分には未利用材を作業道に敷

設しフォワーダの安定走行を確保。

グラップル付きのフォワーダも

使用して作業の効率化を実現した。

○生産性：20.16㎥/人日
○生産コスト：16,407円/㎥

１ 効率的な搬出を行うため作業道の設計時に本線と支線の組み

合わせを十分検討、二台のフォワーダのボトルネックを未然に解消

し、無駄なく運材。

２ 大径木を効率的に採材・搬出するため伐倒木に合わせて、ハー

ベスタ等高性能林業機械での伐倒とチェンソーによる伐倒を組み

合わせて実施。

ハーベスタによる伐倒・玉切り

位置図

作業システムと工程別生産性

森林作
業道

伐倒 木寄せ
集材

造材 集搬 巻立

使用機
械

バックホ
ウ

チェン
ソー

スイング
ヤーダ

ハーベ
スタ

フォワー
ダ

グラップ
ル

人員配置 ２人 ２人 ２人 ２人 ２人 １人

生産性
（㎥/人日）

７０ｍ/人
日

７２㎥/人
日

７４㎥/人
日

７９㎥/人
日

７２㎥/人
日

４７㎥/人
日

安全確保の取組・環境配慮
・担い手の育成等

○安全確保の取組
TBM-KYTにより作業危険要因箇所の確認
○環境配慮
３次排ガス規制の林業機械を２台使用。路面
の軟弱地盤な場所で
未利用材を敷設。
○現地検討会
生産性向上に向けた
現地検討会を開催。

現地検討会の様子

チェンソーによる大経木の伐倒

作業道位置図

作業道の開設
グラップル付きフォワーダに

よる積み込み



北信森林管理署 栄村森林組合（長野県栄村）

高密度路網による生産性向上の取組

○ 高密度路網に設計し集材距離を短くすることでハーベスタ

での直取造材を多くし、集材作業でのコスト削減を図った。

○ 航空写真や等高線地図で一部事前に計画してから、現地

調査を行い路網線形を決定した。

○ 集材時にワイヤーロープから軽い繊維ロープに一部取替え

荷掛者の負担軽減を図った。

事業個所の概要※単木材積、林地傾斜は平均値

●所在：北信森林管理署管内
鳥甲国有林（長野県下水内郡栄村）

●主要樹種（林齢）：スギ（４６～４８年生）
●伐採面積：３０．６６ha
●伐区概要：本数 １１，７１３本/ha、蓄積 １８０㎥/ha
●単木材積：0.47㎥/本（平均胸高直径 ２６cm、樹高１８ｍ）

●林地傾斜：２７度

伐採の概要
●伐 採 方 法：〔間伐〕〔列状間伐〕
●伐採立木材積：６５５１．７２㎥ （２１４㎥/ha）
●素材生産材積：３００４．１０６㎥ （９８㎥/ha）
●利 用 率：４６％ ●平均集材距離：１６ｍ 写真

写真

作業システム・生産性・生産コスト

巻立前に木材検知システム（カメラ検知）を使用しおおよその

数量を把握することで、計画に遅れ

がないか確認しながら作業を実施。

根曲材や小径木については最終材

に適している材か慎重に見極め欠点

の少ない材を生産するよう努めた。

○生産性：6.91㎥/人日
○生産コスト：12,953円/㎥

作業システムと工程別生産性

森林作
業道

伐倒 木寄せ
集材

造材 集搬 巻立

使用機
械

ＣＡＴ312
Ｅ

チェン
ソー

スイン
グ・ハー
ベスタ

ハーベス
タ

フォワー
ダ

フォワー
ダ

人員配置 ４人 １１人 ６人 ２人 ２人 ２人

生産性
（㎥/人日）

●㎥/人
日

24㎥/人
日

42㎥/人
日

３７㎥/人
日

４０㎥/人
日

４４㎥/人
日

安全確保の取組・環境配慮
・担い手の育成等

○安全確保の取組 一日朝・昼と作業前のリス
クアセスメント・KY活動を実施し、安全作業に努
めた。蜂抗体検査を実施しエピペンを携行した。
○環境配慮 自然に配慮したバイオチェーンオ
イルを使用した 。
○担い手の育成等 若手職員は熟練職員から指
導を受けながら伐倒・集材・造材作業を行うことで、
担い手の育成を行った。

写真等

ハーベスタによる集材作業
事業地位置図

令和３年度生産性向上実現PG推奨事例地の概要



南信森林管理署 平澤林産有限会社（長野県伊那市）

油圧式集材機ほか高性能林業機械を使用した事業

○ 油圧式集材機のリモコン使用により運転手1名を削減、

ドローンによる工程管理、滑車等荷揚の検討。

○ 市場と緊密に連携し、市況に応じた採材、有利販売を

実現

○ 若手とベテランを組合せ人材育成と技術の向上を実現。

事業個所の概要※単木材積、林地傾斜は平均値

●所在：南信森林管理署管内
東俣国有林（長野県下諏訪町）

●主要樹種（林齢）：カラマツ（90年生）
●伐採面積：27.54ha
●伐区概要：本数 4,647本/ha、蓄積 155㎥/ha
●単木材積：0.92㎥/本（平均胸高直径 31cm、樹高28ｍ）
●林地傾斜：25.8度

伐採の概要
●伐 採 方 法：〔間伐〕、〔定性間伐〕
●伐採立木材積：4,276㎥ （155㎥/ha）
●素材生産材積：2,473㎥ （90㎥/ha）
●利 用 率：58％
●平均集材距離：47.5ｍ

写真

作業システム・生産性・生産コスト

各工程毎に現地条件に適した高性能林業機械を配置

することにより生産性及び安全性が向上した。

また、D材の搬出により

林地残材の減少と未利用

材の有効利用に繋がった。

○生産性：10.2㎥/人日
○生産コスト：13,679円/㎥

作業システムと工程別生産性

森林作
業道

伐倒 木寄せ
集材

造材 集搬 巻立

使用機械 FV HV,CS YD,SY PS,HV FW FW

人員配置 1人 2人 1.5人 0.5人 1人 1人

生産性
（㎥/人日）

- 67㎥/人日 35㎥/人日 90㎥/人日 111㎥/人日 83㎥/人日

安全確保の取組・環境配慮
・担い手の育成等

○安全確保の取組 夏季に空調服を使用。無線
機を全員配布、高性能林業機械を使用し危険リ
スクの低減。

○環境配慮 国定公園第3種特別地域であるこ
とから環境に特に配慮した作業を行った。

○担い手の育成等 緑の雇用の研修や各種資
格、検討会等積極的に参加させるとともに若手
とベテランを配置し新・旧林業技術の向上を実現。

○民有林連携 南信地区の長野県職員、市町
村、請負事業体、信州大学、国有林職員等約
70名による現地検討会の会場として先進機械
の紹介や意見交換等を実施。

事業地油圧式集材機

令和３年度生産性向上実現PG推奨事例地の概要



木曽森林管理署南木曽支署 有限会社北原土木（長野県飯田市）

ドローンを使った進捗管理

事業個所の概要※単木材積、林地傾斜は平均値

●所在：木曽森林管理署南木曽支署管内
南蘭国有林613い林小班他（長野県木曽郡南木曽町）

●主要樹種（林齢）：ヒノキ、スギ（45～69年生）
●伐採面積：25.70ha ●林地傾斜：34.0度
●伐区概要：本数 1,584本/ha、蓄積 578㎥/ha
●単木材積： 0.36㎥/本（平均胸高直径 24cm、樹高 18ｍ）

伐採の概要
●伐 採 方 法：列状間伐（３ｍ伐６ｍ残）・間伐
●伐採立木材積：4,981 ㎥ （194㎥/ha）
●素材生産材積：2,440 ㎥ （ 95㎥/ha）

●利 用 率：48.9％
●平均集材距離： １00ｍ

写真

ドローンによる進捗管理

フェラーバンチャー付きバッ
クホウによる作業道開設

ハーベスタ造材

安全確保の取組・担い手の育成

○安全確保の取組
・毎朝、朝礼時に当日の作業内容の注意事項
の周知及び危険予知の実施。（ドローン撮影写
真を使い作業者全員で情報の共有）
・ハーベスタ、フェラーバンチャー付きバックホウ
を使用することで労働災害の軽減を図った。
・トランシーバを導入し、確認合図の徹底（混線
を防ぐため、共通CH、集材CHの設定）
・体調管理（自己申告）をKYMで確認し、記入。
・かかり木表示、安全大会の実施等
○担い手の育成
・緑の雇用制度活用による担い手人材の確保
及び育成、各種試験の取得。
・若手技能者の技能向上のため熟練者との班
編制による技能の向上。
・若手技能者への職場内研修の実施。
・意見が言える環境及び体制づくり。

スイングヤーダ集材

月1回、ドローンで撮影した写真を使
い、作業エリアの振り分け、進捗管理を
行った。撮影された写真により、区域
内の資材量、作業道の位置関係、伐
採列数、集材距離、伐採区域及び集
材完了区域、出来栄え等を見える化す
ることで事業区域全体を面的な視点で
捉え、作業員が情報を共有することで、
より確実な事業進捗管理を行った。

作業システム・生産性・生産コスト

作業システムと工程別生産性

○生産性： ３．66 ㎥/人日

○生産コスト：１2，160 円/㎥

伐 倒 集 材 造 材

使用機械

チェンソー
ハーベスタ

フェラーバンチャー付
きバックホウ

スイングヤーダ
フェラーバンチャー
付きバックホウ

ハーベスタ

人員配置 ５人 ２人 １人

生産性 １８．２８
㎥/人日

９．３５
㎥/人日

２０．７２
㎥/人日（㎥/人日）

作業道作設から伐倒、集材、造材の工程
でフェラーバンチャー付きバックホウとハーベ
スタを使用することにより、作業員の人力作
業の軽減と作業効率を高めることが出来た。

令和３年度生産性向上実現PG推奨事例地の概要



飛騨森林管理署 有限会社愛宝産業（岐阜県高山市）

２タイプの伐区での生産性向上を工夫・達成！

１事業地で「①林道に平行な伐区」と「②林道に垂直な伐区」でそれ

ぞれ工夫し、①では、直取りをメインに、②では路網開設・利用により、

直取り・SWで生産性を上げた。この結果、下記の成果が得られた。

○直取範囲の増加により生産性アップ

○全木集材による造林コストの削減とバイオマス化で利用率向上

○造材効率向上に「元口の揃え」、「道沿い集積」。直トラも視野

○材にスプレーすることにより、作業システム向上（巻立等）

○造林事業労務軽減のため、全木集材

事業個所の概要※単木材積、林地傾斜は平均値

●所在：飛騨森林管理署管内
麦島国有林（岐阜県高山市）

●主要樹種（林齢）：カラマツ・ヒノキ（70・72年生）
●伐採面積：８.３３ha
●伐区概要：本数 ３９２本/ha、蓄積 ３６９㎥/ha
●単木材積：０.９４㎥/本（平均胸高直径 ２８cm、樹高１８ｍ）

●林地傾斜：２２．２度

伐採の概要
●伐 採 方 法：皆伐〔伐採･造林一貫作業〕
●伐採立木材積：３,１１８㎥ （３７４㎥/ha）
●素材生産材積：２,７４９㎥ （３３０㎥/ha）
●利 用 率：７５％ ●平均集材距離：１９ｍ

再造林の概要
●地 拵：〔地拵方法（筋刈筋置）〕〔刈払機・グラップル・バ
ケット〕

写真

作業システム・生産性・生産コスト

○作業システム：直取り可能な間隔に作業道作設し、全木集材により土場へ

運搬、造材を行い生産性の向上を図った。 全木で集材し、林道および作業道

沿いで造材することで事業地内

の枝条が減り地拵え作業人工

を減らすことができた。

○生産性：１２．３㎥/人日
○生産コスト：６,０５０円/㎥

作業システムと工程別生産性

森林作
業道

伐倒 木寄せ
集材

造材 集搬 巻立

使用機械 バックホウ チェーン
ソー

スイング
ヤーダ

ハーベス
タ

フォワー
ダ

グラップル

人員配置 １人 １人 ２人 １人 １人 １人

生産性
（㎥/人日）

４３㎥/人日 ８４㎥/人日 ４７㎥/人日 ４７㎥/人日 ６８㎥/人
日

４７㎥/人日

安全確保の取組・環境配慮
・担い手の育成等

○安全確保の取組
リスクアセスメント実施、緊急時の消防署との
現場合流場所等の情報共有、衛星電話常備。
○担い手の育成等
緑の雇用制度の活用による林業を担う人材の
確保、各種資格取得推進の取組。
○民有林連携
民有林関係者等と連携して取り組んでいる
「生産性向上
実現プログラム」
において、現地
検討会を実施。

事業地図面

現地検討会の様子

集材

②３２に

①３１に

①

②

令和３年度生産性向上実現PG推奨事例地の概要



岐阜森林管理署 株式会社丸山（岐阜県下呂市）

架線集材における造林工程の向上

○ 全木集材の実施及び土場に発生した枝条をバイオマス

発電の燃料に供給したことにより地拵えの工程が向上。

○ 防護柵の資材を事前に集材機で配置したことで、労働

強度の軽減及び資材の運搬工程が向上。

○ 伐倒前に笹などの植生を刈り払い荷掛の工程が向上。

事業個所の概要※単木材積、林地傾斜は平均値

●所在：岐阜森林管理署管内
小川長洞国有林（岐阜県下呂市）

●主要樹種（林齢）：ヒノキ（90年生）
●伐採面積：2.52ha
●伐区概要：本数 483本/ha、蓄積 463㎥/ha
●単木材積：0.96㎥/本（平均胸高直径 33cm、樹高25ｍ）
●林地傾斜：36度

伐採の概要
●伐 採 方 法：〔主伐〕、〔皆伐〕
●伐採立木材積：1,267㎥ （440㎥/ha）
●素材生産材積：1,194㎥ （414㎥/ha）
●利 用 率：94％ ●平均集材距離：42ｍ

再造林の概要
●地 拵：〔筋置）〔チェンソー〕
●防護柵：延長：1,025m、資材運搬：〔集材機〕）

写真

作業システム・生産性・生産コスト

全木集材で実施することにより、現地の枝条が少なくな

り、地拵の作業効率が向上した。また、集材機で重量のあ

る防護柵の資材を現地に運搬で

き労働強度の軽減及び運搬工程

が向上した。

○生産性：4.1㎥/人日
○生産コスト：12,874円/㎥

作業システムと工程別生産性

伐倒 集材 造材 巻立 地拵 防護柵
作成

使用機械 チェンソー 集材機 ハーベスタ グラップル チェンソー －

人員配置 2人 2人 2人 1人 7人 4人

生産性
（㎥/人日）

35㎥/人日 12㎥/人日 25㎥/人日 74㎥/人日 0.04ha/人日 47m/人日

安全確保の取組・環境配慮
・担い手の育成等

○安全確保の取組 地元消防署へ
現地までの到達経路、連絡先、緊急
時の合流箇所の図面を提出。蜂刺さ
れ対策として全員がエピペンを携帯。
○環境配慮 河川への枝条流入防
止のため全木集材の実施及び発生し
た枝条などをバイオマス発電用に有
効活用。
○担い手の育成等 熟練者が経験の
少ない者に集材架線の技術を指導。

小川長洞国有林1１０９か林小班全木集材

枝条の運搬

シカ柵資材運搬 伐前地拵

令和３年度生産性向上実現PG推奨事例地の概要



東濃森林管理署 付知土建株式会社（岐阜県中津川市）

代理人の事務処理 軽減

○ 日報管理→作業日誌の作成 自作したスマホアプリにより

作業員が入力したものを代理人が集計。各人の作業のみえる

化されたことにより代理人の事務処理の軽減。

○ 写真管理 スマホによる電子黒板アプリを使用することで

写真データの送信や整理する時間の短縮に繋がった。

○ 森林作業道作設には作業前、作業中に土木部からアド

バイスをもらい最適な作業道作りを目指した。

事業個所の概要※単木材積、林地傾斜は平均値

●所在：東濃森林管理署管内
川上国有林（岐阜県中津川市）

●主要樹種（林齢）：ヒノキ（９９年生）
●伐採面積：１１.２４ha
●伐区概要：本数 11,518本/ha、蓄積256 ㎥/ha
●単木材積：０.２５㎥/本（平均胸高直径 １８cm、樹高１３ｍ）

●林地傾斜：３７度

伐採の概要
●伐 採 方 法：〔定性間伐〕

●伐採立木材積：1039㎥ （９２㎥/ha）

●素材生産材積：５３３㎥ （４７㎥/ha）

●利 用 率：５１％ ●平均集材距離：20ｍ

事業地の図面

写真

作業システム・生産性・生産コスト

森林作業道をロータリー型とすることで集材作業と林内運搬の走行性を上げることで効

率化を図った。路網とスイング

ヤーダ組合せ集材距離を短く

することでで生産性を向上。

○生産性：３．９６㎥/人日
○生産コスト：１３,９００円/㎥

作業システムと工程別生産性

森林作
業道

伐倒 木寄せ
集材

造材 集搬 巻立

使用機械 クラップ
ル

チェン
ソー

スイング
ヤーダ

プロセッ
サ

フォワー
ダ

グラップ
ル

人員配置 １人 １人 ３人 １人 １人 １人

生産性
（㎥/人日）

33.28ｍ/人
日

13.32㎥/人
日

5.33㎥/人
日

8.88㎥/人
日

17.75㎥/人
日

26.63㎥/人
日

安全確保の取組・環境配慮
・担い手の育成等

○安全確保の取組 双方向性無線（BT-COM）の
使用することで積極的な情報伝達、安全確認を
行うことで安全確保に努めた。
○環境配慮。
○担い手の育成等 森林技術者として女性を新
規雇用し林業担い手育成事業。

写真等

例）事例のポイントに関する写真

事業体独自の作業
日報作成

スマホによる電子黒板アプリの活用

令和３年度生産性向上実現PG推奨事例地の概要



事業個所の概要※単木材積、林地傾斜は平均値
●所在：愛知森林管理事務所管内

闇苅国有林１２０７は林小班他（愛知県岡崎市）
●主要樹種（林齢）：ヒノキ、スギ（４１～１０３年生）
●伐採面積：１５.６１ha ●林地傾斜：30度
●伐区概要：本数 ９７０本/ha、蓄積 ５１３㎥/ha
●単木材積： ０.５３㎥/本（平均胸高直径 ２６cm、樹高 ２０ｍ）

伐採の概要
●伐 採 方 法：列状間伐（４ｍ伐１０ｍ残）、定性
●伐採立木材積：２,８６０ ㎥ （１８３㎥/ha）
●素材生産材積：１,５５９ ㎥ （１００㎥/ha）
●利 用 率：５４.５％
●平均集材距離： ３１ｍ

タワーヤーダによる搬出及び担い手の指導

フェラーバンチャー
付きバックホウによ
る作業道開設

安全確保の取組・担い手の育成

・朝礼時に当日の気象状況や作業内容の注意事項の
周知及び危険予知の実施。（ドローン撮影写真を使
い作業者全員で情報の共有）
・登山者等への注意喚起及び危険個所では誘導員を
配置した。
・緑の雇用制度活用による担い手人材の確保及び育
成、各種試験の取得。
・若手技能者と熟練者の班編制による安全性確保及
び技能の向上。
・若手技能者へ伐倒及び架線集材の危険性と技術指
導の実施。

森林作業道による搬出

林地保全に配慮した車両
系と架線系による搬出

森林作業道とタワーヤーダを
地形に応じて活用し、小面積
箇所でもタワーヤーダによる
搬出を実施することにより、
林地保全に配慮した搬出及び
架線集材についての技術向上、
担い手の育成を行った。

作業システム・生産性・生産コスト

作業システムと工程別生産

性

○生産性： ３．８２㎥/人日

○生産コスト：１2,８１９円/㎥

伐 倒 集 材 造 材

使用機械
チェンソー
フェラーバンャー
付きバックホウ

タワーヤーダ
スイングヤーダ
ウインチ付グ
ラップル

プロセッサー
チェンソー

人員配置 ２.３人 ２人 １.５人
生産性 １７．１３

㎥/人日
１３．６８
㎥/人日

１７．５２
㎥/人日（㎥/人日）

作業道作設にフェラーバンチャー付き
バックホウを使用することにより、作業
員の人力作業の軽減と作業効率を高める
ことが出来た。

伐倒指導の状況 列状間伐の状況

愛知森林管理事務所 有限会社北原土木（長野県飯田市）

令和３年度生産性向上実現PG推奨事例地の概要


